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第６回中央市スイートコーンマラソン&ウォーク（6月18日開催）　　撮影場所：YSKe-comシルクパーク

　 完成!
田富北小学校 P2

特集



新しい田富北小学校が完成し、2 学期からいよいよ運用開始と
なります。令和 5 年 6 月定例会では、仮設校舎の撤去に関する
補正予算案が提出され、総務教育常任委員会において審査しま
した。議会としても長い期間、関連案件を審議してきた経過も
ありますので、今回の特集では完成した田富北小学校の特徴
などを紹介します。
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田富北小の新校舎は2階建ての鉄筋コンクリート
造りで、建築工事の契約締結については令和3年
12 月の第 4 回定例会において審議、議決後、
工事が開始されました。
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広々とした中庭

中 央 階 段

エレベーターの設置など、学校
施設のバリアフリー化も進んで
います。

校舎中央に位置した中央階段は
新しい田富北小の一番の特徴で
す。階段の一部がベンチとして
利用できる構造になっていて、
その部分に座って本を読んだり、
おしゃべりをしたりと、子どもた
ちの交流スペースとしての機能
を持たせています。

エレベーター

リニア中央新幹線がすぐ近くを通るということで、騒
音対策として窓によっては複層ガラス等のサッシを取
り付けています。また、将来を見据えた長寿命な施設
を目指し、建材にはメンテナンスが容易なものを取り
入れたり、配水管等も地面に埋設するのではなく、床
下にピットを設けて配管をしたりしてメンテナンスや
交換が簡単になるようにしています。

リニア中央新幹線のルートが決まり、移転の計画が出てから約10年の長い期間、議会
においてもその都度さまざまな協議を重ねてきました。移転場所の選定や移転工事に関
する JRとの補償交渉について、また、仮設校舎の環境に関してや工事期間中の登下校
時の安全確保などの児童に与える影響等についても執行部と議論を重ね、意見や提言を
行ってきました。

見えないところも工夫

議 会 と し て

新校舎の主な特徴
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収益的収入および支出 資本的収入および支出

　６月定例会は６月８日から６月２２日までの１５日間の会期で開催され、市長提案
の条例関係１案件、補正予算４案件、その他１案件を審議しました。
　また、予算繰越など、報告案件４件が報告されました。

5億6,648万円増額

146億2,421万円に

令和５年度 一般会計補正予算（第 2号）

総額

主な内容主な内容

（１万円未満は四捨五入しています）

特別会計補正予算
会 　 計 　 名 補　正　額 総　　　額

国民健康保険特別会計 ５万円 ３２億１，５４０万円

企業会計補正予算

公 共 下 水 道
事 業 会 計

農業集落排水
事 業 会 計

収 入

支 出

収入

支出

収 入

支 出

収入

支出

0万円

0万円

80万円

80万円

8億352万円

8億352万円

2億5,288万円

2億5,288万円

総　額

7億1,112万円

8億2,766万円

総　額

1億369万円

1億3,700万円

補正額

321万円

321万円

補正額

417万円

417万円

その他の案件
○契約締結の件

◆ 中央市立田富小学校仮設校舎賃貸借
　契約金額：508,138,000円
　工事場所：中央市立田富小学校
　工事概要：仮設建設物（建築・賃貸借・解体）、軽量鉄骨ブレース、地上２階、
　　　　　　延床面積3,605.85㎡
　契約の相手方：井口工業株式会社

主な条例案
○受給者の医療機関受診の際の被保険者等の資格を確認する手続き
　に、マイナンバーカードによるオンライン資格確認を加えます。

　　　　　　　　医療保険各法における電子資格確認の導入に伴い、受給者は医療機関等の
受診の際に、電子資格確認等により被保険者または被扶養者を確認した上で、助成金に係る
受給者証を提示し、当該助成金の支給（窓口無料）を受ける。
　・子ども医療費助成金支給条例の一部改正・・・・・・・第６条（受給者証の提示）
　・中央市重度心身障害者医療費助成条例の一部改正・・・第７条（受給者証の提示）
　・ひとり親家庭医療費助成金支給条例の一部改正・・・・第７条（受給者証の提示）

【中央市子ども医療費助成金支給条例等中改正の件（施行日：交付の日）】

主な改正内容

報 告 案 件
○令和４年度予算で計上された事業のうち、２１の事業について
　令和５年度へ繰越をすることが報告されました。

・玉穂中央通り線整備事業 ・・・・・・・ 8,691万円
・都市公園建設事業 ・・・・・・・ 3億5,113万円
・リニア建設に伴う田富北小学校移転整備事業 ・・・・・・・ 7,443万円

■繰越する主な事業は以下のとおりです。
（一般会計予算繰越明許・一般会計予算事故繰越・一般会計予算継続費の逓次繰越・上水道事業会計予算繰越）

6   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と 6   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と

○農林水産業費
　農業振興費 ４億２,７４４万円
　（持続的な発展に必要な産地基幹施設の整備等を行う
　  事業者（シャトレーゼファーム等）への交付金）
　    

○土木費
　公共下水道事業会計操出事業 ３２１万円
　（下水道管へ流入する不明水の調査を実施するための
　  公共下水道事業会計への補助金）
　    

○教育費
　リニア建設に伴う田富北小学校 ２１１万円
　移転整備事業
   （保健室改修工事設計業務委託）

　埋蔵文化財発掘調査事業 ７２９万円
　（大鳥居宇山平地区圃場整備工事に伴う二子塚古墳の
　  調査費用）

○総務費
　賦課徴収費 ５３２万円
　（地籍調査による土地の移動に伴う固定資産税の画地
　  条件の見直し等に要する委託料） 
　    

○民生費
　電力・ガス・食料品等価格高騰 ９,３２７万円
　重点支援給付金給付事業

　保育対策総合支援事業 ９１３万円
　（市内の認定こども園や小規模保育事業所に通園する
　  園児の保護者の負担軽減のため、使用済みおむつの持
　  ち帰りを廃止するための事業費及び、下河東地内への
　  小規模保育事業所開設に伴う補助事業）
　    

○衛生費
　動物管理費 ３０９万円
　（猫の不妊・去勢手術費助成事業）

中央市議会だより 4



中央市議会だより

収益的収入および支出 資本的収入および支出

　６月定例会は６月８日から６月２２日までの１５日間の会期で開催され、市長提案
の条例関係１案件、補正予算４案件、その他１案件を審議しました。
　また、予算繰越など、報告案件４件が報告されました。

5億6,648万円増額

146億2,421万円に

令和５年度 一般会計補正予算（第 2号）

総額

主な内容主な内容

（１万円未満は四捨五入しています）

特別会計補正予算
会 　 計 　 名 補　正　額 総　　　額

国民健康保険特別会計 ５万円 ３２億１，５４０万円

企業会計補正予算

公 共 下 水 道
事 業 会 計

農業集落排水
事 業 会 計

収 入

支 出

収入

支出

収 入

支 出

収入

支出

0万円

0万円

80万円

80万円

8億352万円

8億352万円

2億5,288万円

2億5,288万円

総　額

7億1,112万円

8億2,766万円

総　額

1億369万円

1億3,700万円

補正額

321万円

321万円

補正額

417万円

417万円

その他の案件
○契約締結の件

◆ 中央市立田富小学校仮設校舎賃貸借
　契約金額：508,138,000円
　工事場所：中央市立田富小学校
　工事概要：仮設建設物（建築・賃貸借・解体）、軽量鉄骨ブレース、地上２階、
　　　　　　延床面積3,605.85㎡
　契約の相手方：井口工業株式会社

主な条例案
○受給者の医療機関受診の際の被保険者等の資格を確認する手続き
　に、マイナンバーカードによるオンライン資格確認を加えます。

　　　　　　　　医療保険各法における電子資格確認の導入に伴い、受給者は医療機関等の
受診の際に、電子資格確認等により被保険者または被扶養者を確認した上で、助成金に係る
受給者証を提示し、当該助成金の支給（窓口無料）を受ける。
　・子ども医療費助成金支給条例の一部改正・・・・・・・第６条（受給者証の提示）
　・中央市重度心身障害者医療費助成条例の一部改正・・・第７条（受給者証の提示）
　・ひとり親家庭医療費助成金支給条例の一部改正・・・・第７条（受給者証の提示）

【中央市子ども医療費助成金支給条例等中改正の件（施行日：交付の日）】
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報 告 案 件
○令和４年度予算で計上された事業のうち、２１の事業について
　令和５年度へ繰越をすることが報告されました。

・玉穂中央通り線整備事業 ・・・・・・・ 8,691万円
・都市公園建設事業 ・・・・・・・ 3億5,113万円
・リニア建設に伴う田富北小学校移転整備事業 ・・・・・・・ 7,443万円
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○農林水産業費
　農業振興費 ４億２,７４４万円
　（持続的な発展に必要な産地基幹施設の整備等を行う
　  事業者（シャトレーゼファーム等）への交付金）
　    

○土木費
　公共下水道事業会計操出事業 ３２１万円
　（下水道管へ流入する不明水の調査を実施するための
　  公共下水道事業会計への補助金）
　    

○教育費
　リニア建設に伴う田富北小学校 ２１１万円
　移転整備事業
   （保健室改修工事設計業務委託）

　埋蔵文化財発掘調査事業 ７２９万円
　（大鳥居宇山平地区圃場整備工事に伴う二子塚古墳の
　  調査費用）

○総務費
　賦課徴収費 ５３２万円
　（地籍調査による土地の移動に伴う固定資産税の画地
　  条件の見直し等に要する委託料） 
　    

○民生費
　電力・ガス・食料品等価格高騰 ９,３２７万円
　重点支援給付金給付事業

　保育対策総合支援事業 ９１３万円
　（市内の認定こども園や小規模保育事業所に通園する
　  園児の保護者の負担軽減のため、使用済みおむつの持
　  ち帰りを廃止するための事業費及び、下河東地内への
　  小規模保育事業所開設に伴う補助事業）
　    

○衛生費
　動物管理費 ３０９万円
　（猫の不妊・去勢手術費助成事業）
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○請願第１号　「保育士配置基準改善と大幅な賃金引き上げを
　求める意見書」の採択を求める請願書

請 願 審 査

・請 願 者 山梨県労働組合総連合　議長　上間　正央
・紹介議員 木下　友貴
・請願要旨 １．保育士職員配置基準を改善すること
 ２．処遇改善事業の改善について

１）賃金引き上げにあたっては、「月額4万円以上、時間給者については時
間給250円以上の引き上げ」につながるように補助を行うこと。

２）公務・民間にかかわらず、現場で働くすべての労働者が処遇改善事業の
対象となるようにすること。

３）国・自治体で働くケア労働者の賃上げが確実に行われるように具体的対
策を取ること。交付税と切り離して自治体の人件費財源を確保すること。

 上記項目についての意見書を国に提出することを請願する。

反 対賛 成
現在の配置基準で園児の安全を守ることは困難で
あるため、各園では基準以上の保育士の雇用等で何とか
対応している。これが保育士の待遇改善が進まない一因と
なっており、ゆえに保育士の確保も難しくさせる原因と
なっている。保育士の待遇改善、確保、園児の安全のために
も、配置基準の改善が必要と考えるため。

重要な課題ではあるが、基準を見直せば更なる
人材不足のほか、人件費など多額の財源が必要との

指摘があるなど、基準の見直しと賃金の引き上げだけでは
解決に至らない。国においても、安定的な財源の確保と併
せて検討が必要と考え、中長期的な視点に立って取り組ん
でいきたいと述べており、意見書を出さずとも既に検討さ
れる課題であることが明らかであるため。

現在の配置基準で園児の安全を守ることは困難で
あるため、各園では基準以上の保育士の雇用等で何とか

重要な課題ではあるが、基準を見直せば更なる
人材不足のほか、人件費など多額の財源が必要との

討  論

・ 審議結果　不採択

・ 審議結果　不採択

6   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と

○請願第2号　「最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を求める
　意見書」の採択を求める請願書

・請 願 者 山梨県労働組合総連合　議長　上間　正央
・紹介議員 木下　友貴
・請願要旨 １．労働者の生活を支えるため、最低賃金1,500円以上をめざすこと。
 ２．最低賃金法を全国一律最低賃金制度に改正すること。
 ３．最低賃金の引き上げができ、経営が継続できるように、中小企業への
    支援策を最大限拡充し、国民の生命とくらしを守ること。
 上記項目についての意見書を国に提出することを請願する。

反 対賛 成
最低賃金額は地方と都市部で差があり、その地域
の賃金、年金、生活保護費などに影響を及ぼすが、最低限
必要な生活費は地方でも都市部でも差はほぼないため都
会への一極集中と地方との格差拡大を招く。格差減、地域
経済回復のため最低賃金額を引き上げ、全国一律とし、中
小零細企業への支援を抜本的に強化、この3つを合わせて
行う必要があると考えるため。

１は、コロナウイルス感染症が５類に移行した
とはいえ、経営が成り立たない中小・零細企業が多々

ある中で、とても受け入れられない金額であるため。２は、
地方の特性において、家賃や食材など物価の違いがあるた
め。３に関しては、これまでも国、県、市において、中小企業
への支援策を講じてきているため。

最低賃金額は地方と都市部で差があり、その地域
の賃金、年金、生活保護費などに影響を及ぼすが、最低限

１は、コロナウイルス感染症が５類に移行した
とはいえ、経営が成り立たない中小・零細企業が多々

討  論
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○請願第4号　総合法律支援法の改正を求める意見書の提出に
　関する請願

・請 願 者 小池　裕敏
・紹介議員 木下　友貴
・請願要旨 　現行の総合法律支援法では、日本司法支援センター（法テラス）の行政不服

審査法の手続きは「特定援助対象者」に関する一部の行政処分に対するものを
除いて援助対象でないため、資力が低い人や無い人は、法専門家に手続きを依
頼できず、本人による手続きを余儀なくされる。法専門家に依頼できず、本来
なら審査請求等で解決する問題が、行政訴訟に発展する可能性がある。

 　よって、総合法律支援法を改正し、行政不服審査法の手続きを、法テラスの
援助対象に加えるよう、意見書提出を請願する。

総合法律支援法は主に裁判手続きを中心に構成されているが、法律問題を抱えた人がより早い段階で法律専門家の支援を
受けられるように改善されてきた経緯がある。これは総合支援法の目的である「あまねく全国において、法による紛争の解
決に必要なサービスの提供が受けられる社会を実現する」ことを目指してのもので、本請願はこの改善の流れに沿って、総
合法律支援法のさらなる改正を求めるものであるため。

・ 審議結果　不採択

・ 審議結果　不採択

賛 成

6   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と

○請願3号　心理的負荷による精神障害の認定基準の改正を求める
　意見書の提出に関する請願

・請 願 者 小池　裕敏
・紹介議員 木下　友貴
・請願要旨 　現行の労働者災害補償保険における「心理的負荷による精神障がいの認定基

準」においては、心理的負荷について「主観的にどう受け止めたか」という観
点では労働災害と認められず、被害妄想を発症しやすい障がい特性の人は、補
償を受けられない。

 　憲法第二十七条で、国民に勤労の権利を認めているにもかかわらず、障がい
特性によっては、労働災害と認められないことがある現行の認定基準には不平
等な点があるため、認定基準を改正し、本人に業務に起因する精神障がいが発
症していれば、個体側要因に関わらず、労働災害と認定するよう基準の改正を
求める意見書提出を請願する。

反 対賛 成
障がい者の就労が進む中で労災の認定が個々の障
がい特性を考慮せずに行われることがある今の認定基
準は、時代に適していない。より時代に合わせ、障がい者の
社会参加を支える労災制度に改善すべきと考えるため。

労災認定は、主観的な判断ではなく客観的な判
断が必要である。また、認定基準については、厚労省

の「精神障害の労災認定基準に関する専門検討会」の協議
内容にあるとおり、労災と認められないのではなく、医学
的な妥当性によって平等に認定を得ることができる内容
となっているため。

障がい者の就労が進む中で労災の認定が個々の障
がい特性を考慮せずに行われることがある今の認定基

労災認定は、主観的な判断ではなく客観的な判
断が必要である。また、認定基準については、厚労省

討  論

総合法律支援法は主に裁判手続きを中心に構成されているが、法律問題を抱えた人がより早い段階で法律専門家の支援を

討  論
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第 2 回 臨 時 会 ・ 審 議 結 果

第 2 回 臨時会・定例会審議結果 ○賛成　×反対　（井口　貢 議長を除く）

種別 案　件　名

副 

議

長

フ ォ ー ラ ム
中 央

至誠会

日
本
共
産
党

結 　

果田
中
輝
美

田
中
一
臣

福
田
清
美

小
池
章
治

金
丸
俊
明

斉
藤
雅
浩

山
本
六
男

笹
本
　
昇

薬
袋
　
正

中
沢
美
恵

志
村
　
勇

有
泉
　
誠

内
藤
　
巧

山
村
　
一

江
間
政
雄

新
海
一
芳

木
下
友
貴

　第2回臨時会

専決
処分

税条例中改正の件
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

国民健康保険税条例中改正の件

補正
予算 一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

人事 農業委員会委員の任命について同意を求める件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

　第2回定例会
条例
案件 子ども医療費助成金支給条例等中改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

補正

予算

一般会計補正予算（第２号)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
国民健康保険特別会計補正予算（第１号)

公共下水道事業会計補正予算（第１号)

農業集落排水事業会計補正予算（第１号)

その他 契約締結の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

請願

「保育士配置基準改善と大幅な賃金引き上げを求め
る意見書」の採択を求める請願書 × × × × × × × × × × × × × × × × ○

不
採
択

「最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を求める
意見書」の採択を求める請願書 × × × × × × ○ × × × ○ × × ○ ○ ○ ○

心理的負荷による精神障害の認定基準の改正を求
める意見書の提出に関する請願 × × × × × × × × × × × × × × × × ○

総合法律支援法の改正を求める意見書の提出に関する
請願 × × × × × × × × × × × × × × × × ○

第２回臨時会

○令和５年度 一般会計補正予算（第1号）

2億2,342万円増額　　総額140億5,773万円に
　第２回臨時会が５月１０日に招集され、市長提案の条例改正の専決処分２件、低所得の子育
て世帯への給付金と新型コロナワクチン接種の関連事業費を盛り込んだ補正予算１件、人事
案件を１件審議しました。また、報告案件１件が報告されました。

○人事案件
・ 農業委員会委員の任命について同意を求める件

河　西　　　修 氏

中央市議会だより 8



　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
所

　
１
周
年
を
記
念
し
愛
称
決
定

　　
昨
年
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
開
所
し
、

大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
開
所
１
周
年
を
記

念
し
、施
設
の
愛
称
を
「
し
ん
☆
ち
び
」

に
決
定
し
ま
し
た
。 

今
後
も
施
設
を

起
点
と
し
、
子
育
て
の
楽
し
さ
を
実

感
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
今
ま
で
以

上
に
機
能
の
充
実
を
図
り
、
子
育
て

の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
妊
娠
期
か
ら
の
支

援
に
力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、
後
期

基
本
計
画
に
位
置
付
け
た
私
の
理
念

の
一
つ
で
あ
る
「
ま
ち
ぐ
る
み
で
子
育

て
応
援
」
を
さ
ら
に

進
化
さ
せ
る
た
め
、

関
連
サ
ー
ク
ル
や
支

援
団
体
の
皆
様
の
協

力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
子
育
て
世
代
が
必
要
と
す
る
ニ
ー

ズ
に
沿
っ
た
新
し
い
取
り
組
み
に
挑
戦

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　
ふ
る
さ
と
大
使
を
委
嘱

　　
本
市
出
身
で
Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
・

レ
デ
ィ
ー
ス
に
所
属
す
る
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

選
手
の
大
久
保
舞
さ
ん
を
、
本
市
２

人
目
の
ふ
る
さ
と
大
使
と
し
て
委
嘱
し

ま
し
た
。
大
久
保
選
手
は
田
富
小
学

校
、
田
富
中
学
校
を
経
て
、
全
日
本

高
等
学
校
女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
で
の

準
優
勝
や
、
年
代
別
の
日
本
女
子
代

表
候
補
と
し
て
選
出
さ
れ
る
な
ど
、

中
心
選
手
と
し
て
ご
活
躍
、
２
０
１
９

年
に
現
在
の
所
属
ク
ラ
ブ
に
加
入
さ

れ
、
昨
年
か
ら
は
チ
ー
ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン

を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
委
嘱
式
で
は
、
大
久
保
選
手
か
ら

「
ふ
る
さ
と
大
使
と
し
て
中
央
市
の
魅

力
を
発
信
し
、サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
地

域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」と
い
う
力

強
い
メッセ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
今
後
、ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
の
須
貝

選
手
と
と
も
に
、
本
市
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を

担
っ
て
い
た
だ
き
、
ふ
る
さ
と
の
子
ど

も
た
ち
に
夢
と
希
望
を
与
え
る
サ
ッ
カ

ー
選
手
と
し
て
、
永
く
ご
活
躍
さ
れ

ま
す
よ
う
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
市

を
挙
げ
て
応
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

　
の
接
種
の
ご
検
討
を

　　
特
例
臨
時
接
種
の
期
間
が
令
和
６

年
３
月
末
ま
で
延
長
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
引
き
続
き
自
己
負
担
な
し
で
接

種
が
可
能
で
す
。 

ま
ず
５
月
か
ら
８
月

に
か
け
て
、
65
歳
以
上
の
方
や
基
礎

疾
患
を
有
す
る
方
、
医
療
従
事
者
等

に
対
象
を
限
定
し
て
接
種
を
行
い
ま

す
。
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

５
月
号
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。ま
た
、９

月
以
降
に
は
、こ
れ
ま
で
に
２
回
目
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
完
了
し
て
い
る
す
べ
て
の

方
を
対
象
と
し
た
接
種
を
予
定
し
て
お

り
、詳
細
は
改
め
て
広
報
等
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。 市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
ご
自
身
の
重
症
化
リ
ス
ク
や

家
族
構
成
な
ど
の
状
況
に
応
じ
て
、
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　　
災
害
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

　　
去
る
５
月
16
日
に
山
梨
中
央
ロ
ジ
パ

ー
ク
を
運
営
す
る
富
岳
通
運
株
式
会

社
様
と
「
災
害
時
に
お
け
る
避
難
施

設
と
し
て
の
使
用
及
び
支
援
協
力
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。 

　
今
回
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
、
山
梨

中
央
ロ
ジ
パ
ー
ク
に
つ
き
ま
し
て
は
、

24
時
間
３
６
５
日
稼
働
で
、
合
計
延
べ

床
面
積
が
17
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
県

内
最
大
の
物
流
拠
点
で
あ
る
と
と
も

に
、
大
型
の
自
衛
隊
輸
送
機
の
離
着

陸
が
可
能
な
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
備
え
る
な

ど
、
有
事
の
際
の
大
規
模
防
災
拠
点

と
し
て
の
機
能
を
兼
ね
備
え
た
施
設

と
なって
お
り
ま
す
。 

　
今
回
の
協
定
締
結
に
よ
り
、
有
事
の

際
の
避
難
体
制
が
大
き
く
強
化
さ
れ
、

市
民
の
皆
様
の
安
全
と
安
心
の
確
保

が
よ
り
確
か
な
も
の
と
な
り
、
私
の

公
約
で
あ
る
、
官
民
連
携
に
よ
る
災

害
対
応
能
力
の
向
上
が
実
践
で
き
た

も
の
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。 

　
富
岳
通
運
株
式
会
社
様
の
社
業
を

通
じ
た
地
域
社
会
へ
の
貢
献
に
対
し
、

改
め
て
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

定例会

市
長
の

　行
政
報
告

6
定例会
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福
田
　
清
美 

議
員

内
藤
　
　
巧 

議
員

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
書
の

見
直
し
は

学
童
保
育
の
今
後
は

令
和
5
年
度
か
ら
2
か
年
で
、

計
画
の
総
合
見
直
し
を
実
施
し
て
い
く

ニ
�
ズ
に
応
じ
た
質
と
量
の
確
保
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く

問
：
耕
作
放
棄
地
の
現
状
は
。

答
：
田
富
地
区
約
５
・
３

。

玉
穂
地
区
約
８
・
４

。

豊
富
地
区
約
１
０
３
・
９

。

問
：
再
生
可
能
な
農
地
・
再
生
困
難

な
荒
廃
農
地
の
状
況
、
課
題
、
今
後

の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
。

答
：
再
生
可
能
と
見
込
ま
れ
る
農
地

は
約
39

。
荒
廃
農
地
に
し
な
い
た
め

に
、
農
地
整
備
事
業
等
の
活
用
を
推

奨
す
る
。
再
生
困
難
と
見
込
ま
れ
る

荒
廃
農
地
は
約
78
・
６

。
山
付
き
の

狭
小
な
土
地
は
、
非
農
地
化
も
選
択

肢
の
一
つ
と
し
て
検
討
す
る
。

問
：
豊
富
地
区
の
圃
場
整
備
さ
れ
て

い
る
農
地
利
用
の
現
状
は
。

答
：
耕
作
が
可
能
な
エ
リ
ア
で
は
、

果
樹
や
野
菜
の
栽
培
準
備
の
土
地
改

良
を
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
栽
培
を
始

め
て
い
る
。若
干
の
未
耕
作
地
が
あ
る
。

問
：
学
童
保
育
の
今
後
は
。

答
：
学
童
保
育
は
、
昼
間
保
護
者
が

家
庭
に
い
な
い
小
学
生
に
対
し
、
放
課

後
や
長
期
休
み
に
児
童
厚
生
施
設
等

の
施
設
で
適
切
な
遊
び
や
生
活
の
場

を
与
え
、
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
す
る
事
業
で
、

現
在
、
公
立
施
設
で
は
市
内
６
カ
所
で

学
童
保
育
を
実
施
。
今
年
度
、
待
機
児

童
は
な
く
、
年
度
中
途
の
申
し
込
み

も
、
受
け
入
れ
準
備
が
整
い
次
第
順

次
利
用
決
定
を
行
っ
て
い
る
。
本
市

の
児
童
数
は
減
少
傾
向
だ
が
、
女
性

の
就
業
率
の
高
ま
り
等
、
学
童
保
育

の
ニ
ー
ズ
は
一
定
の
水
準
で
推
移
す

る
と
考
え
、
今
後
、
引
き
続
き
保
護
者

が
安
心
し
て
子
育
て
と
仕
事
を
両
立

で
き
る
よ
う
、
環
境
の
変
化
を
的
確

に
把
握
し
、
学
童
保
育
の
利
用
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
質
と
量
の
確
保
に
向
け
て

問
：
有
害
鳥
獣
防
護
柵
、
電
気
柵
等

の
資
材
購
入
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
。

答
：
作
物
の
被
害
を
抑
え
る
有
効
な

手
段
で
あ
る
の
で
助
成
制
度
創
設
に

向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

問
：
鳥
獣
害
防
止
策
の
延
伸
に
つ
い
て
。

答
：
地
元
自
治
会
と
市
が
一
体
と

な
っ
て
、
設
置
や
管
理
に
つ
い
て
協

議
検
討
を
行
い
、
遊
休
農
地
の
解
消

や
担
い
手
農
家
の
集
約
な
ど
、
地
域

活
性
化
の
効
果
が
図
れ
る
よ
う
な
計

画
を
策
定
し
、
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
関
連
質
問
】

　
金
丸
俊
明
　
議
員

取
り
組
ん
で
い
く
。

問
：
総
合
会
館
東
交
差
点
よ
り
西
側

の
道
路
整
備
に
つ
い
て
。

答
：
新
環
状
南
通
り
線
は
、
下
成
島
東

交
差
点
を
起
点
に
下
河
東
３
０
３
９

番
地
付
近
を
終
点
に
、
一
部
、
既
に
改

良
済
み
で
あ
る
。
本
市
の
幹
線
道
路

と
し
て
非
常
に
重
要
な
路
線
で
あ
り
、

今
年
度
、
未
施
工
区
間
で
あ
る
総
合
会

館
東
交
差
点
か
ら
西
側
約
５
７
０
ｍ
の

区
間
は
、
市
道
玉
穂
中
央
通
り
線
の
延

伸
部
分
と
併
せ
て
、
概
略
設
計
、
概
算

費
用
の
算
出
を
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に

委
託
し
て
い
る
。
今
後
は
、
概
算
事
業

費
等
を
も
と
に
事
業
化
に
向
け
整
備

計
画
を
検
討
し
、
計
画
的
に
道
路
整
備

を
進
め
て
い
き
た
い
。

【
関
連
質
問
】

　
中
沢
美
恵
　
議
員

　
金
丸
俊
明
　
議
員

市の考えを問う

一般質問
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一　般　質　問

金
丸
　
俊
明 

議
員

江
間
　
政
雄 

議
員

リ
ニ
ア
駅
近
郊
の
開
発
に
伴
う

治
水
対
策
の
山
梨
県
と
の
協
議
状
況
は

75
歳
以
上
の
人
間
ド
ッ
ク
事
業

助
成
拡
充
を

県
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
治
水
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
く

現
段
階
で
は
助
成
対
象
を
拡
大
す
る

予
定
は
な
い

問
：
リ
ニ
ア
駅
近
郊
の
開
発
に
伴
う

治
水
対
策
の
山
梨
県
と
の
協
議
状
況

は
。

答
：
山
梨
県
で
は
、河
川
整
備
と
併
せ
、

河
川
へ
の
雨
水
の
流
入
を
抑
制
す
る
対

策
や
被
害
を
軽
減
す
る
仕
組
み
を
組
み

合
わ
せ
た
流
域
治
水
を
重
視
、
推
進
す

る
た
め
、
令
和
３
年
度
に
「
流
域
治
水

対
策
推
進
基
本
方
針
」
を
策
定
し
た
。

現
在
、
県
は
鎌
田
川
の
水
防
策
を
盛
り

込
ん
だ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
す

る
た
め
、
本
市
を
含
む
「
鎌
田
川
流
域

治
水
検
討
会
」
を
設
置
。
流
域
の
地
理

的
特
徴
や
土
地
利
用
の
状
況
、
過
去
の

浸
水
被
害
の
状
況
等
を
踏
ま
え
た
洪
水

浸
水
想
定
を
も
と
に
、
今
後
の
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
面
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
協

議
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
プ
ラ
ン
の
対

策
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
「
水
害
リ
ス
ク
に

応
じ
た
リ
ニ
ア
駅
周
辺
地
域
に
お
け
る

問
：
人
間
ド
ッ
ク
事
業
に
つ
い
て
。

答
：
人
間
ド
ッ
ク
は
、
健
康
状
態
を
調

べ
、
疾
患
の
早
期
発
見
を
目
的
と
し
て

お
り
総
合
健
診
よ
り
詳
し
く
調
べ
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
長
期
に
わ
た
っ
て

自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
も
大
切

な
健
診
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
75
歳
以
上
に
な
る
と
、
若

い
人
に
比
べ
て
医
療
機
関
の
受
診
率
が

高
く
、
何
等
か
の
疾
患
が
あ
り
、
そ
の

治
療
を
既
に
受
け
て
い
る
方
が
い
る
こ

と
を
考
え
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診
に
対
す

る
支
援
の
必
要
性
が
ど
れ
だ
け
あ
る
か

が
問
題
と
な
る
。
現
在
の
高
齢
者
の
健

康
維
持
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て

は
、
75
歳
以
上
の
方
は
人
間
ド
ッ
ク
の

主
な
目
的
の
一
つ
で
も
あ
る
生
活
習
慣

の
改
善
が
困
難
な
場
合
が
多
く
、
体
重

減
少
や
低
栄
養
の
回
避
に
よ
る
生
活
の

質
の
維
持
と
、ま
た
、介
護
予
防
に
よ
る

開
発
の
検
討
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
設
定

し
て
い
る
。
本
市
が
リ
ニ
ア
駅
近
郊
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
神
明
川

の
治
水
対
策
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、

県
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
治
水
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

問
：
神
明
川
の
堤
防
強
化
計
画
に
つ

い
て
県
と
市
の
考
え
は
。

答
：
現
在
、
県
に
お
い
て
神
明
川
が
流

入
す
る
鎌
田
川
の
河
川
整
備
を
行
っ
て

お
り
、
整
備
完
了
の
目
途
が
立
っ
て
き

た
こ
と
で
、
支
川
の
神
明
川
の
検
討
に

入
る
と
認
識
し
て
い
る
。
本
市
で
は
、

引
き
続
き
県
や
関
係
者
と
協
働
し
、
流

域
全
体
で
の
総
合
的
な
対
策
の
検
討
を

行
い
、
神
明
川
の
防
災
力
強
化
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
関
連
質
問
】

　
福
田
清
美
　
議
員

　
志
村
　
勇
　
議
員

健
康
寿
命
の
延
伸
が
よ
り
重
要
で
あ
る
。

　
当
面
は
、
市
の
総
合
健
診
に
お
い
て
、

特
定
健
診
と
が
ん
検
診
を
セ
ッ
ト
で
受

診
す
る
こ
と
を
推
奨
し
、
健
診
事
業
以

外
の
保
健
指
導
な
ど
に
よ
る
複
合
的
な

対
応
で
、
75
歳
以
上
の
方
の
健
康
維
持

に
努
め
て
い
く
の
で
、
現
段
階
で
は
助

成
対
象
を
拡
大
す
る
予
定
は
な
い
。

問
：
消
防
団
員
の
待
遇
改
善
に
つ
い
て
。

答
：
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
重
視
し

つ
つ
、
消
防
団
の
意
義
や
役
割
を
十
分

に
理
解
し
て
も
ら
い
、
加
入
に
つ
な
が

る
よ
う
、
今
後
も
消
防
団
と
団
の
活
動

の
あ
り
方
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
検
討

を
行
い
な
が
ら
、
団
員
の
待
遇
改
善
に

努
め
て
い
く
。

【
関
連
質
問
】

　
山
本
六
男
　
議
員

　
小
池
章
治
　
議
員
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中
沢
　
美
恵 

議
員

山
本
　
六
男 

議
員

採
用
の
今
後
の
考
え
方
は

開
か
れ
た
市
政
の
推
進
を

ま
ず
は
多
く
の
人
に
応
募
し
て
も
ら
う
こ

と
が
重
要
で
、
今
後
も
そ
の
方
策
に
つ
い

て
検
討
を
続
け
て
い
く

職
員
一
丸
と
な
り
、「
市
民
の
皆
さ
ま
か

ら
信
頼
さ
れ
る
市
役
所
」
を
目
指
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
推
進
し
て
い
く

問
：
採
用
の
今
後
の
考
え
方
は
。

答
：
全
体
的
に
職
員
は
不
足
し
て
お

り
、
採
用
試
験
へ
の
応
募
者
数
も
年
々

減
少
傾
向
で
、
行
政
職
で
は
、
受
験
資

格
の
年
齢
要
件
を
35
歳
ま
で
拡
大
し
、

保
育
士
職
は
、
即
戦
力
が
必
要
な
こ
と

か
ら
、
社
会
人
枠
を
設
定
し
、
年
齢
要

件
を
45
歳
ま
で
拡
大
し
た
。
ま
た
、
今

年
度
か
ら
第
１
次
試
験
の
試
験
科
目

を
例
年
よ
り
１
科
目
減
ら
し
３
科
目

に
し
、
受
験
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る

と
と
も
に
、
最
終
合
格
発
表
を
昨
年
度

よ
り
早
く
す
る
な
ど
、
多
く
の
方
に
本

市
を
受
験
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
募
集

要
項
を
見
直
し
た
。
優
秀
な
人
材
確
保

の
た
め
に
は
、
ま
ず
は
多
く
の
人
に
応

募
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
と
な
る

の
で
、
今
後
も
そ
の
方
策
に
つ
い
て
検

討
を
続
け
て
い
く
。

問
：
令
和
元
年
度
以
降
の
年
度
ご
と

問
：
「
市
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」

市
民
と
行
政
の
架
け
橋
に
つ
い
て
。

答
：
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
私
が
直

接
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
聴
き
、

市
政
運
営
に
反
映
し
て
い
く
こ
と
で

あ
り
、
今
後
も
「
市
民
と
語
る
会
」

や
「
市
民
と
の
対
話
室
」
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
く
。
各
課
、
各
委
員
会
、

各
市
民
団
体
な
ど
と
事
業
の
推
進
や

情
報
の
提
供
・
共
有
な
ど
対
話
を
通

じ
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
高
め
る
機
会
に
つ
な
げ
て

い
く
。
私
が
先
頭
に
立
ち
、
職
員
一

丸
と
な
り
、「
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
信

頼
さ
れ
る
市
役
所
」
を
目
指
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

問
：
自
治
会
長
会
の
充
実
に
つ
い
て
。

答
：
市
に
お
い
て
は
第
４
次
行
財
政

改
革
実
施
計
画
策
定
の
段
階
で
「
自

治
会
長
会
の
充
実
」
に
つ
い
て
検
討

の
市
内
在
住
の
行
方
不
明
者
及
び
防

災
行
政
無
線
放
送
を
し
た
行
方
不
明

者
の
人
数
に
つ
い
て
。

答
：
令
和
元
年
度
行
方
不
明
者
数
は

４
名
、
う
ち
防
災
行
政
無
線
放
送
数
は

３
名
、
１
名
は
放
送
を
行
う
前
に
無
事

保
護
さ
れ
放
送
を
行
わ
な
か
っ
た
。
令

和
２
年
度
行
方
不
明
者
数
は
１
名
、
防

災
行
政
無
線
放
送
数
も
同
数
の
１
名
、

令
和
３
年
度
の
行
方
不
明
者
は
な
く
、

令
和
４
年
度
行
方
不
明
者
数
は
５
名

で
、
防
災
行
政
無
線
放
送
数
も
同
数
の

５
名
だ
っ
た
。
今
後
、
行
方
不
明
者
が

で
た
場
合
、
早
期
発
見
・
保
護
で
き
る

よ
う
関
係
機
関
と
連
携
し
、
行
方
不

明
者
の
安
全
確
保
と
そ
の
ご
家
族
に

寄
り
添
っ
た
、
迅
速
か
つ
丁
寧
な
対
応

に
努
め
た
い
。

【
関
連
質
問
】

　
有
泉
　
誠
　
議
員

一　般　質　問

し
、
市
と
地
域
の
連
携
を
さ
ら
に
密

に
す
る
た
め
、
年
３
回
以
上
の
会
議

を
開
催
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
。

問
：
耕
作
放
棄
地
の
対
策
に
つ
い
て
。

答
：
市
で
は
、
耕
作
さ
れ
ず
放
置
さ

れ
荒
廃
し
た
農
地
に
つ
い
て
、
毎
年

農
業
委
員
会
に
よ
る
調
査
で
把
握
し
、

周
辺
に
影
響
を
及
ぼ
す
耕
作
放
棄
地

は
、
農
業
委
員
会
よ
り
適
正
な
管
理

の
依
頼
の
通
知
を
所
有
者
に
発
送
し
、

依
頼
に
応
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
農
地

の
貸
借
の
案
内
を
含
め
て
根
気
よ
く

対
応
す
る
。
特
に
、
住
宅
に
近
接
す
る

耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て
は
生
活
環
境

阻
害
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
市
民
環
境

課
と
連
携
し
て
対
応
す
る
。

【
関
連
質
問
】

　
江
間
政
雄
　
議
員

　
中
沢
美
恵
　
議
員
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一　般　質　問

新
海
　
一
芳 

議
員

有
泉
　
　
誠 

議
員

投
票
率
ア
ッ
プ
へ
の
取
り
組
み
は

消
防
団
の
将
来
的
施
策
は
何
か
？

主
権
者
教
育
や
啓
発
活
動
を

推
進
し
て
い
く

将
来
的
に
部
を
統
合
等
、
消
防
団
体
制
を

構
築
し
、
消
防
力
の
向
上
に
つ
な
げ
た
い

問
：
投
票
率
の
低
下
要
因
に
つ
い
て
。

答
：
有
権
者
の
選
挙
に
対
す
る
関
心

が
低
い
、
誰
に
投
票
し
て
よ
い
か
わ
か

ら
な
い
。
ま
た
、
若
い
世
代
に
つ
い
て

は
、
政
治
に
対
す
る
関
心
が
低
い
、
政

治
が
わ
か
ら
な
い
等
が
投
票
率
低
下

の
要
因
と
考
え
る
。

問
：
投
票
率
ア
ッ
プ
へ
の
取
り
組
み

は
。

答
：
常
時
啓
発
事
業
と
し
て
選
挙
が

執
行
さ
れ
て
い
な
い
時
で
も
選
挙
管

理
委
員
会
職
員
が
市
内
の
中
学
校
で
、

選
挙
に
関
す
る
ミ
ニ
講
座
や
模
擬
投

票
な
ど
を
行
う
選
挙
出
前
講
座
の
実

施
や
、
市
内
小
中
学
校
８
校
に
よ
る
明

る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

の
実
施
、
二
十
歳
の
つ
ど
い
の
開
催
時

に
お
け
る
啓
発
活
動
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
選
挙
時
啓
発
事
業
と
し

て
、
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

問
：
団
員
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
が
、

施
策
は
。

答
：
全
国
の
消
防
団
員
数
が
減
少
し

被
雇
用
者
団
員
の
増
加
に
よ
る
日
中

に
お
け
る
消
防
力
の
低
下
や
団
員
の

高
齢
化
が
進
行
し
、
消
防
団
の
抱
え
る

課
題
は
深
刻
化
し
て
い
る
。
本
市
に

お
い
て
も
、
持
続
可
能
な
消
防
団
活
動

の
充
実
強
化
を
図
る
こ
と
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。
本
市
で
は
、
今
年
度
末

に
消
防
団
員
の
入
替
え
時
期
を
迎
え

る
た
め
、
令
和
６
年
４
月
時
点
の
各
部

の
団
員
数
の
予
定
確
保
人
数
を
把
握

す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、、

市
と
消
防
団
本
部
が
対
応
を
検
討
し
、

順
調
に
団
員
確
保
が
で
き
て
い
る
部

が
あ
っ
た
場
合
、
そ
れ
を
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
に
し
、
そ
の
活
動
内
容
を
情
報
提
供

し
、
団
員
確
保
の
一
助
と
し
て
も
ら
う

よ
う
、取
り
組
む
。
今
後
も
、引
き
続
き
、

防
災
無
線
等
に
よ
る
啓
発
活
動
を
行

い
、
投
票
日
前
日
に
は
、
商
業
施
設
に

お
い
て
啓
発
活
動
な
ど
も
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
少
し
で
も
多
く
の
人
に
投

票
し
て
も
ら
え
る
よ
う
市
内
３
箇
所

に
期
日
前
投
票
所
を
設
置
し
、
投
票
率

向
上
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。
今

後
も
、
一
人
で
も
多
く
の
有
権
者
に
、

日
頃
か
ら
政
治
に
対
す
る
関
心
や
問

題
意
識
を
持
ち
、
選
挙
の
投
票
を
通

じ
て
政
治
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
民
主

主
義
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
る
こ

と
を
認
識
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
山
梨

県
選
挙
管
理
委
員
会
と
連
携
し
、
主
権

者
教
育
や
啓
発
活
動
を
推
進
し
て
い

く
。

【
関
連
質
問
】

　
木
下
友
貴
　
議
員

　
田
中
輝
美
　
議
員

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
等
、
既
存

の
広
報
媒
体
を
活
用
し
つ
つ
、
実
際
に

消
防
団
が
活
動
し
て
い
る
姿
や
実
績

等
を
写
真
等
で
掲
載
す
る
な
ど
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ま
に
対
し
、
消
防
団
の

存
在
意
義
や
役
割
、
や
り
が
い
や
処
遇

が
伝
わ
る
よ
う
周
知
啓
発
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
く
。

問
：
消
防
力
が
低
下
し
て
い
る
が
、

消
防
団
組
織
の
方
向
性
は
。

答
：
ま
ず
は
、
団
員
確
保
が
最
重
要
課

題
と
捉
え
、
将
来
的
に
部
の
統
合
に
よ

る
管
轄
エ
リ
ア
の
広
域
化
を
図
る
等
、

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
消

防
団
体
制
の
構
築
を
視
野
に
入
れ
た

取
り
組
み
を
強
化
し
、
消
防
力
の
向

上
に
つ
な
げ
た
い
。

【
関
連
質
問
】

　
山
本
六
男
　
議
員

し
、
市
と
地
域
の
連
携
を
さ
ら
に
密

に
す
る
た
め
、
年
３
回
以
上
の
会
議

を
開
催
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
。

問
：
耕
作
放
棄
地
の
対
策
に
つ
い
て
。

答
：
市
で
は
、
耕
作
さ
れ
ず
放
置
さ

れ
荒
廃
し
た
農
地
に
つ
い
て
、
毎
年

農
業
委
員
会
に
よ
る
調
査
で
把
握
し
、

周
辺
に
影
響
を
及
ぼ
す
耕
作
放
棄
地

は
、
農
業
委
員
会
よ
り
適
正
な
管
理

の
依
頼
の
通
知
を
所
有
者
に
発
送
し
、

依
頼
に
応
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
農
地

の
貸
借
の
案
内
を
含
め
て
根
気
よ
く

対
応
す
る
。
特
に
、
住
宅
に
近
接
す
る

耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て
は
生
活
環
境

阻
害
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
市
民
環
境

課
と
連
携
し
て
対
応
す
る
。

【
関
連
質
問
】

　
江
間
政
雄
　
議
員

　
中
沢
美
恵
　
議
員
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田
中
　
輝
美 

議
員

木
下
　
友
貴 

議
員

出
産
・
子
育
て
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の

有
効
活
用
を

助
成
制
度
の
導
入
に
向
け
、

検
討
し
て
い
く

低
所
得
世
帯
に
１
世
帯
当
た
り
3
万
円
を
支

給
す
る
事
業
と
、
5
年
度
の
小
中
学
校
給
食

費
の
無
償
化
事
業
に
全
額
充
当
す
る

問
：
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
へ
の
助
成
に
つ

い
て
。

答
：
こ
の
助
成
制
度
は
、
公
益
財
団

法
人
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
が
実
施
す
る

「
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切

な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に

お
い
て
、
骨
髄
等
の
提
供
者
の
増
加

と
、
移
植
を
推
進
す
る
た
め
、
骨
髄

の
提
供
を
行
っ
た
方
に
対
し
、
助
成

す
る
と
い
う
も
の
。
本
市
に
あ
る
山

梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院
が
、
骨
髄

の
採
取
に
お
け
る
認
定
施
設
で
あ
り
、

ま
た
、
昨
年
度
ま
で
に
複
数
件
の
問

い
合
せ
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
う

し
た
ニ
ー
ズ
が
あ
る
も
の
と
考
え
、

本
市
に
お
い
て
も
、
骨
髄
等
の
提
供

者
の
増
加
を
図
り
、
移
植
を
推
進
す

る
た
め
、
助
成
制
度
の
導
入
に
向
け
、

検
討
し
て
い
く
。

問
：
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用

に
つ
い
て
。

答
：
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

に
お
け
る
「
電
気
・
ガ
ス
・
食
料
品

等
価
格
高
騰
重
点
支
援
地
方
交
付
金
」

の
追
加
交
付
分
に
つ
い
て
は
、
低
所

得
世
帯
支
援
枠
と
し
て
、
交
付
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
。
低
所
得
世
帯
支
援

枠
は
、
特
に
家
計
へ
の
影
響
が
大
き

い
低
所
得
世
帯
に
対
し
、
１
世
帯
当

た
り
３
万
円
を
支
給
す
る
事
業
に
、

推
奨
事
業
メ
ニ
ュ
ー
分
は
、
小
中
学

校
給
食
費
の
無
償
化
を
令
和
５
年
度

３
学
期
分
ま
で
継
続
す
る
事
業
に
、

全
額
充
当
す
る
。
今
後
も
、
物
価
高

騰
等
の
状
況
を
踏
ま
え
、
本
市
の
実

情
に
合
っ
た
、
必
要
な
支
援
が
届
け

ら
れ
る
よ
う
検
討
を
継
続
し
て
い
く
。

問
：
市
の
不
妊
治
療
費
助
成
内
容
の

検
討
は
。

答
：
本
市
で
は
、
助
成
金
の
交
付
は
、

同
一
の
夫
婦
に
対
し
１
年
に
２
回
ま

で
、
通
算
し
て
５
年
間
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
申
請
者
に
対
し
、
今
年
度
か

ら
、助
成
金
の
申
請
相
談
に
応
じ
る
際
、

利
用
者
が
ど
ん
な
支
援
を
求
め
て
い

る
の
か
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
開
始
し

た
。
調
査
結
果
を
基
に
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
助
成
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問
：
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

に
つ
い
て
。

答
：
こ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、
母
子

健
康
手
帳
と
一
緒
に
赤
ち
ゃ
ん
の
成

長
記
録
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
き
、

小
さ
く
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
や
、
そ

の
家
族
の
皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
を
目

的
に
作
成
し
て
い
る
。

問
：
補
聴
器
購
入
の
補
助
制
度
創

設
は
。

答
：
国
は
平
成
30
年
度
か
ら
補
聴
器

の
装
着
に
よ
る
効
果
に
つ
い
て
研
究
を

行
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
効
果
の
検
証
は

確
立
さ
れ
て
い
な
い
。
中
等
度
の
難
聴

者
が
補
聴
器
を
つ
け
る
こ
と
で
会
話

が
聞
き
取
り
や
す
く
な
り
、
活
動
範
囲

が
広
が
る
な
ど
、
日
常
生
活
の
質
が
向

上
し
、
介
護
予
防
に
も
つ
な
が
る
こ
と

は
重
要
だ
が
、
加
齢
に
よ
る
聞
こ
え
づ

ら
さ
や
見
え
づ
ら
さ
な
ど
の
身
体
機
能

の
低
下
は
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
こ

と
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
対
応
し
た
社
会

生
活
上
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
も
国
の

研
究
の
動
向
を
注
視
し
、
先
行
自
治
体

の
実
施
効
果
に
つ
い
て
も
見
極
め
な
が

ら
、
効
果
的
な
支
援
の
在
り
方
に
つ
い

て
引
き
続
き
研
究
し
て
い
く
。

一　般　質　問
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委員会レポート

総
務
教
育
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

　

田
富
小
学
校
校
舎
の
長
寿
命
化
の
内
容
は

　

猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
助
成
事
業
を
継
続

一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
2
号
︶

︿
教
育
総
務
課
﹀

問
：
田
富
小
学
校
校
舎
の
長
寿
命
化

の
内
容
に
つ
い
て
、
改
築
を
す
る
の

か
、
ど
う
い
�
た
工
事
を
す
る
の
か
。 

答
：
基
本
的
に
柱
と
梁
を
残
し
て
全

部
剥
が
し
て
新
た
に
建
て
て
い
く
。

建
て
替
え
に
は
サ
イ
ク
ル
が
あ
り
、

新
築
後
20
年
経
過
で
、
大
規
模
改
修

を
し
、
そ
の
後
20
年
で
建
て
替
え
の

時
期
を
迎
え
る
が
、
40
年
に
は
梁
と

柱
を
残
し
て
リ
フ
�
ー
ム
し
、
80
年

間
隔
で
建
て
替
え
る
と
い
う
こ
と
を

推
進
し
て
い
る
。
長
寿
命
化
に
よ

り
、
40
年
ご
と
に
建
て
替
え
を
す
る

場
合
の
６

割
か
ら
７

割
に
費
用

が
抑
え
ら

れ
る
。

︿
生
涯
教
育
課
﹀

問
：
二
子
塚
古
墳
の
発
掘
調
査
に
つ

い
て
、
調
査
後
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。
こ
の
古
墳
は
県
内
で
も

最
大
級
の
前
方
後
方
墳
で
、
大
変
貴

重
と
い
う
こ
と
な
の
で
多
く
の
方
に

見
て
い
た
だ
く
よ
う
な
場
所
に
し
た

ら
ど
う
か
。

答
：
今
回
、
発
掘
調
査
で
出
て
き
た

も
の
は
、
古
墳
で
は
な
く
て
古
墳
の

跡
で
あ
る
。
公
園
的
な
も
の
の
造
成

や
残
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
非

常
に
難
し
い
。
で
き
る
だ
け
、
今
現

在
あ
る
も
の
を
後
世
に
残
せ
る
よ
う

な
形
で
計
画
を
考
え
て
い
る
。
た
だ
、

こ
こ
は
民
地
で
、
先
行
し
た
計
画
が

あ
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
協
議
が
必
要

に
な
�
て
く
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
2
号
︶

︿
市
民
環
境
課
﹀

問
：
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
助
成
事

業
を
令
和
５
年
度
も
行
う
と
い
う
こ

と
だ
が
、
令
和
４
年
度
実
績
は
。 

答
：
令
和
４
年
度
実
績
は
、
避
妊
が

１
０
９
件
、
去
勢
が
93
件
、
飼
い
主

の
い
な
い
猫
１
件
に
つ
き
餌
代
と
し

て
１
、０
０
０
円
の
助
成
が
89
件
と
な

�
て
い
る
。

問
：
避
妊
・
去
勢
し
た
猫
に
耳
に
切

り
込
み
を
入
れ
て
い
る
が
、
飼
い
主

の
い
な
い
猫
だ
け
に
入
れ
る
の
か
。 

答
：
飼
い
猫
は
強
制
し
て
い
な
い
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
は
地
域
猫
と
い

う
こ
と
で
戻
す
た
め
、
耳
に
Ｖ
字
に

カ
ッ
ト
す
る
こ
と
で
、
避
妊
・
去
勢

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
よ

う
に
し
て
い
る
。

︿
子
育
て
支
援
課
﹀

問
：
保
育
対
策
総
合
支
援
事
業
に
つ

い
て
小
規
模
保
育
事
業
所
の
場
所
は

ど
こ
か
。

答
：
下
河
東
地
内
で
玉
穂
南
小
学
校

東
側
の
既
存
住
宅
を
改
修
す
る
。

問
：
小
規
模
事
業
所
の
詳
細
は
。

答
：
種
別
と
し
て
は
小
規
模
保
育
事

業
所
と
な
り
、
対
象
年
齢
は
０
歳
児

か
ら
２
歳
児
、
最
大
で
19
人
程
度
預

か
れ
る
施
設
を
計
画
し
て
い
る
。
当

初
の
定
員
は
年
度
中
途
の
開
設
と
な

る
の
で
、
12
名
程
度
を
予
定
し
て
い
る
。

長寿命化が実施される田富小学校

耳をV字にカットされた猫

中央市議会だより15



委員会レポート・研修

産
業
土
木
常
任
委
員
会

　

強
い
農
業
づ
く
り
総
合
支
援
交
付
金
の

　

内
訳
は

一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
2
号
︶

︿
産
　
業
　
課
﹀

問
：
強
い
農
業
づ
く
り
総
合
支
援
交

付
金
の
内
訳
は
。 

答
：
耐
候
性
の
ハ
ウ
ス
２
棟
で
合

計
面
積
が
１
５
、４
８
０
㎡
と
な

る
。
ま
た
、
各
種
栽
培
施
設
に
関

わ
る
も
の
の
事
業
費
と
し
て
、

９
億
８
、３
２
７
万
５
千
円
の
う
ち
国

庫
補
助
対
象
の
４
億
４
０
７
万
４
千

円
が
シ
�
ト
レ
ー
ゼ
フ
�
ー
ム
に
交

付
さ
れ
る
。
残
り
は
シ
�
ト
レ
ー
ゼ

フ
�
ー
ム
の
自
己
負
担
と
な
る
。

問
：
市
の
交
付
金
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
良
い
か
。 

答
：
そ
の
と
お
り
。

問
：
活
力
あ
る
水
田
農
業
支
援
事
業

の
農
地
は
中
央
市
内
に
あ
る
の
か
。 

答
：
中
央
市
内
の
農
地
で
、
本
社
は

一
町
畑
地
区
に
あ
る
。

農
業
集
落
排
水
事
業
会
計
補
正
予
算

︵
第
１
号
︶

︿
下
水
道
課
﹀

問
：
マ
ン
ホ
ー
ル
調
査
及
び
緊
急
清

掃
等
業
務
は
、
こ
れ
か
ら
お
き
た
と

き
の
た
め
の
予
算
か
。

答
：
緊
急
と
い
う
こ
と
で
、
マ
ン
ホ
ー

ル
ポ
ン
プ
が
何
ら
の
原
因
で
詰
ま
る

状
況
が
お
き
た
場
合
に
緊
急
対
応
を

業
者
に
お
願
い
す
る
た
め
の
予
算
。

議 会 改 革 推 進 委 員 会議 会 改 革 推 進 委 員 会

日時：令和5年5月18日（木）午前10時
場所：富士川町議会
内容：議会へのタブレット端末導入と運用について

　タブレット端末の導入について、議会改革推進委員会で富士川町議会に先進地視察
を行いました。本市議会でも今年度中の導入を目標に協議を進めているところであり、
運用におけるルール作りや、運用して
いく上でのメリット・デメリットなど
をご教示いただきました。また、実際
に使用しているタブレット端末に触れ
る機会も設けていただき、議案の見方
やメモの取り方など富士川町議会の議
員の皆さまから直接、操作方法を確認
させていただきました。

視 察
研 修

端末の操作を実際に見せていただきました

国道140号国道140号

ハウス建設予定地ハウス建設予定地

シャトレーゼファームのハウス建設予定地
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表　　彰

議
会
改
革
推
進
委
員
会

　
議
会
改
革
推
進
委
員
会
で
は
、
議
会

の
責
任
や
役
割
を
果
た
す
た
め
必
要
と

す
る
議
会
改
革
へ
の
取
り
組
み
を
協
議

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
主
に
、
視
察
研
修
を
行
�
た

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
に
つ
い
て
今

後
の
ス
ケ
ジ
�
ー
ル
等
の
確
認
と
、
今

後
、
議
会
改
革
推
進
委
員
会
と
し
て
ど

う
い
�
た
テ
ー
マ
を
も
�
て
取
り
組
ん

で
い
く
か
協
議
し
ま
し
た
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
中
な
る
べ
く
早
い
導
入
を
目
指

し
、
委
員
会
を
随
時
開
い
て
運
用
の

ル
ー
ル
等
を
作
成
し
て
い
く
こ
と
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
の
議
会

改
革
推
進
委
員
会
の
テ
ー
マ
と
し
て
、

議
員
の
提
案
能
力
等
、
資
質
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
の
は

ど
う
か
、
と
い
�
た
意
見
や
、
議
会
報

告
会
に
つ
い
て
も
、
今
後
積
極
的
に

行
�
て
い
く
べ
き
と
い
う
意
見
が
出
ま

し
た
。

表彰
　全国市議会議長会及び山梨県市議会議長会より

表彰されました。

　各議員におかれましては、市政発展に尽くされ、

その功績が認められたものです。

全国市議会議長会表彰 山梨県市議会議長会表彰

議員 20 年表彰 井口　　貢  議員
　　　　　　 福田　清美  議員

議長表彰 小池　章治  議員
副議長表彰 斉藤　雅浩  議員
議員 15 年表彰 山村　　一  議員

閉会日にヴァンフォーレ甲府サンクスデー応援 Tシャツ
を全員で着用しました！

ヴァンフォーレ甲府を応援

今年度のテーマは「笑顔」です。
奮ってご応募ください。

今年度のテーマは「笑顔」です。
奮ってご応募ください。

表紙の写真を大募集 !!表紙の写真を大募集 !!

※詳細はホームページをご覧いただくか、 
事務局 （055-274-8516） までお気軽に
お問い合わせください。

あなたの

写真で

表紙を「笑顔」に!!表紙を「笑顔」に!!
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市民 の 談話室

　ご覧いただいた通り、今号からデザイ
ンを一部リニューアルしました。これか
らも見やすい紙面づくりに取り組んでま
いります。

　６月24日に行われたヴァンフォーレ甲府の試合が中
央市サンクスデーだったことから、ヴァンフォーレ甲
府の応援のため、閉会日にヴァンフォーレ甲府応援T
シャツを着用しました。試合は０対０の引き分けにな
りましたが、選手の皆さんが繰り広げた熱い試合に元
気づけられた方は多いのではないでしょうか。ヴァン
フォーレ甲府の選手にはこれからも頑張ってほしいと

思います。
　ヴァンフォーレ甲府の“熱い”試合は元気になりま
すが、夏の“暑い”日々には要注意です。暑い日はこ
れからも続くと思われます。水分補給やクーラーを適
切に使用するなどして、熱中症には十分にお気を付け
ください。

井口　　貢

木下　友貴
内藤　　巧
有泉　　誠　  中沢　美恵
江間　政雄　  田中　輝美

編集
後記

VOL.70
2023.8月

中
央
市
議
会
だ
よ
り

東花輪第２自治会

赤松　英雄相原　　博

一杯のごはん

　６月６日は暦の上で「芒種」（ぼうしゅ）と言

われお田植えの時と言われています。周りの田ん

ぼを見渡すと６月４日日曜日ごろにはほとんどが

終わっていました。時代は変わっても先人の知恵

には驚きました。また、70年ぐらい前の牛馬に

よる耕運、人による田植えの様子を思い浮かべな

がら、今の田植えを見ると、種苗作業、耕運作

業、田植作業とすべてに機械化が進み面積の広い

狭いにもよりますが、私の知り合いの家ではお勤

めの傍ら土日作業で終了しています。お米の消費

量は減少傾向にあるといわれていますが、健康、活

力維持には「お腹いっぱい」ご飯（コメ）です。

　そこで、一杯（普通盛り）のご飯は米粒何個だ

と思いますか？

　普通のお茶碗で3000粒から3500粒だそうで

す。稲一本の穂に約80粒、一株に40本の穂がつ

くと仮定し計算すると3200粒で大まかに計算す

るとお茶碗一杯、稲一株に当たるそうです。そう

思って田んぼを見るとお米の大切さやコメ作りの

大変さが分かるような気がします。

　一杯のご飯に感謝しましょう。

井之口自治会

７５歳・音楽と共に

　中学、高校、大学時代吹奏楽部に身を置き、色

んな楽器の奏でる音に興味をもち音楽に携わって

きました。

　18歳の時に山梨に移り住み、甲府商業高校吹

奏楽部のOBの方と知り合いダンスバンドを結

成、15年ほどダンスホールなどで様々な音のス

タイルを求め、より良い音楽を追及して楽しい時

代を過ごしました。しばらくお休みをしていたと

ころ、ハワイアンバンドのベースとしてお誘いが

あり仲間に加入。

　そんな中、中央市文化協会音楽部のバンドにギ

ターとして加入。現在では音楽部の部長となりチ

ームを支えています。新型コロナが５類に移行し

たことを契機に、再びボランティアで福祉施設の

クリスマス会、自治会のイベントや野外音楽堂で

のライブ等に活動していきます。それには衰えな

いように練習し、頑張っています。

　今、75歳になり、音楽を通してこれからも人と

の交流を大切に、より良い音つくりに向けて、リズ

ム感ある日々を過ごしていきたいと思います。

さんさん
あ い はら あ かま つ ひ で おひろし
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